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1感動のクライマックスシーン。
内向的で自分に自信が持てなかっ
たサチだが、仲間となった風の精
霊たちの後押しと自らが一歩を踏
み出して、その壁を越えた。サチ
や仲間たちの喜びを全身で表現
する団員たち2子どもたちを見守
る登米の大地をイメージした風の
精霊たち。彼らの存在は、観客
に「自分は一人ではない」という
メッセージが伝えられている。重
要な脇役であり、精霊たちの名演
が主役のサチを引き立たせた3舞
台前半、同級生たちに背景画の
チーフを押し付けられるサチ。自
分が我慢すればいい。しかしこの
ままではだめだという心の葛藤が
伝わるシーン4本番前の楽屋。役
者をメークするスタッフ。裏で支
える人がいなければ舞台は成立し
ない5サチとは正反対の、自由奔
放で天真爛漫な姉ユキエ。サチは
ユキエをうらやむ。しかし、ユキ
エはサチの持つ絵の才能などを高
く評価。ユキエもまたサチをうら
やんでいた6 7年前、偶然出会っ
た星姫の似顔絵を描いたサチ。別
れ際「似顔絵を描いてあげる」と
約束をしていたのだ。そして精霊
たちの協力もあり、約束を思い出
す。姉月姫への嫉妬が消えた星姫
の顔は、当時と変わらぬ優しい笑
顔だった7舞台終了後、観客を見
送るキャストたち。公演の成功を
握手で祝う観客
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夏
休
み
を
控
え
た
、
あ
る
日
の

放
課
後
。
水
の
里
中
学
校
で
は
、

１
年
生
の
各
ク
ラ
ス
代
表
者
が
、

秋
の
文
化
祭
で
発
表
す
る
劇
の
内

容
を
話
し
合
っ
て
い
た
。

　

演
目
は
登
米
市
の
民
話
「
お
月

さ
ま
と
お
星
さ
ま
」。
積
極
的
に

意
見
を
述
べ
る
人
、
そ
れ
を
批
判

す
る
人
、
仕
方
な
く
参
加
し
て
い

る
人
。
議
論
の
中
、
サ
チ
は
見
る

と
は
な
し
に
、
校
庭
を
眺
め
て
い

た
。
内
向
的
で
自
分
に
自
信
が
持

て
な
い
サ
チ
は
、
絵
が
う
ま
い
と

い
う
だ
け
で
代
表
に
選
ば
れ
た
。

　
「
私
は
背
景
の
絵
を
描
く
だ
け
。

た
だ
そ
れ
だ
け
」

　

そ
れ
よ
り
も
サ
チ
は
、
身
の
回

り
で
最
近
起
き
て
い
る
奇
妙
な
こ

と
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
夏
な
の

に
桜
の
花
び
ら
が
風
に
乗
っ
て
飛

ん
で
き
た
り
、
雪
だ
る
ま
が
追
い

か
け
て
き
た
り
。

　

サ
チ
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た

の
だ
。
７
年
前
の
約
束
を
。
サ
チ

を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

を
、
登
米
の
大
地
を
守
る
精
霊
た

ち
が
必
死
で
伝
え
よ
う
と
し
て
い

た
の
だ
。
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